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当社は200８年1月に環境マネジメントシステムを構築し、2008 年　8月にエコアクショ
ン21の認証を取得、その後全社員一丸となって環境活動に取り組んでおります、この
たび2022年度の取り組み状況のまとめが出来ましたので報告致します。

1.事業活動の概要

1-1　事業所名
株式会社　セイエン

1-2　代表者名
代表取締役社長　　田中　文彦

1-3　所在地
広島県呉市音戸町渡子1丁目5-5

1-4　主たる事業内容
自動車及び機械用金属配管部品の製造及び販売

1-5　事業の規模
資本金 500万円
従業員数 37名（2022年実績）
設立年月 1968年（S43年）4月
売上高 584百万円/年（2022年実績）

1-6　環境管理責任者
取締役事業部長　　渡辺　正

1-7　連絡先
TEL　0823-51-2644 FAX　0823-51-2671

2.　認証・登録の対象活動範囲　　：全組織・全活動
自動車及び機械用金属配管部品の製造及び販売。

2022.7.1
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役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を用意
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標の設定を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・法規制等の要求事項登録簿の作成・承認
・環境目標・環境活動実施計画書の作成・承認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの作成・確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

各部長課長 ・環境経営システムの実施
・環境方針の周知
・課の従業員に対する教育訓練の実施
・課に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録
・課の問題点の発見、是正、予防処置

係長 ・課長の補佐を行う。

グループリーダー

全従業員 ・環境方針を理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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3.環境経営方針(オージックグループ環境フィロソフィ)

(オージックグループ環境フィロソフィ)

オージックグループは、「全従業員の物心両面の幸福を追求すると共に、お客
様と社会の進歩発展に貢献すること」の経営理念の実践により、持続可能な
社会の実現に向けて取り組んでまいります。社員一人ひとりが、オージック
フィロソフィの「共に生きる＝共生思想」に基づき、人類と環境の豊かな調和を
目指した企業活動に努めます。※「共に生きる＝共生思想」：人類が今後も発
展を続けながら生きていくためには、「共生」という思想が必要です。それは、
地球上に存在する生きとし、生けるすべてのものが、「共に生きていく」という
考え方です。

オージックグループ環境方針

１．グループ各社の環境マネジメントシステムの継続的改善に努め、
　　環境と調和した維持可能な循環型社会を目指した活動を推進します。

２． オージックグループ各業務において、環境にやさしい製品の開発を
　　目指し、技術的、経済的に可能な範囲で環境保護活動を行います。

３．ＰＤＣＡ(計画－実行－確認－改善処置)の展開を図り、環境面で常に
　　業務の改善・向上を図ります。

４．環境に関する法規制、及びその他の要求事項を遵守します。

５．廃棄物の低減、再使用化・再生資源の利用を積極的に推進し、
　　環境汚染の予防及び環境保護に努めます。

以上の環境方針をグループ各社で実行、維持し、全従業員に周知するととも
に、社外の要求に応じ公表いたします

                                                              2022年　7月　1日
                                                  株式会社　セイエン

　　　　　　　　　　　　　                                                        代表取締役社長   田中　文彦 

株式会社

オージック

株式会社

セイエン

株式会社

三翔精工

株式会社

オイダ製作所

オージックグループ体系図

2023/７/1現在

オージックグループ株式会社

株式会社

フジタイト

広進工業

株式会社

*5.環境経営目標と実績

2007年 2020年 2020年
（基準年度） 2-6月 7-6月

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 目標 目標

二酸化炭素排出量
（化石燃料分）

6,043 15,429 8,383 7,736 6,985 2,932 7,862 7,547 9,660

二酸化炭素　合計 345,454 274,691 280,053 281,907 123,646 43,029 138,839 147,480 180,209

産業廃棄物の削減　(その他） kg - - - - - - 2,930 440 1,100
産業廃棄物　合計 kg 62,838 21,258 18,592 21,441 23,500 6,450 36,856 27,802 44,376

グリーン購入 累計件数/年
＿

32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41

環境への配慮
梱包、包装の簡素化。
ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの実施等

＿
継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施

　二酸化炭素排出係数は 0.334（kg-CO2/kWh)を使用した。

842

2021年2017年

355

1.00

12

38,166

3,960

429

1.48

2022年 2025年2024年2016年

22,234

3,328

2019年 2023年

864

22,763

860

　　　　　項目　　　　　　　　　　　　　　　年度

一般廃棄物の削減
（可燃ゴミの削減）

ｋg 2,160 860

産業廃棄物の削減
（金属くずの削減）

ｋg 52,938

産業廃棄物の削減
（廃油の削減）

ｋg 7,740

節水（総排水量） ｍ3 865

2,520 4,1402,790

自らが生産・販売・提供
する製品（不良品の低減） ％ - 1.40 2.30

359

1.71 1.58

10 11 12工場外区域の清掃 回／年
＿

3,328

151 395

29,826

344

15,212 18,48017,608

3,330

378

2018年

860830

17,281

3,240

5,270

853

22,499

3,328

12

361

370880

810

1.28

331

5

1.20

1212

1,150710

23,772

2,880

363 359

1.101.39 1.57

12 12 12

170,549 132,103
二酸化炭素排出量の削減

（電力の削減）
339,411 259,262 271,670 274,171 131,335 130,567

ｋg-CO2

116,661 40,097 130,977 139,933



5

6.環境経営活動計画の取り組み結果とその評価、次年度の取り組み内容（2022）②

産業廃棄物の削減（廃油） 目標　×未達
・産業廃棄物（廃油）削減目標説明 （2007年度比△57％）
・単純焼却廃油の削減
・廃油の再利用

節水 目標　363　㎥ 目標　×未達
・節水呼びかけ（節水掲示物の取り付け） （2007年度比△52％）
・節水弁取り付け

自らが生産・販売・提供する製品及びサービス 目標　×未達
不良品の低減
・出荷検査不良の低減

グリーン購入 目標　累計　38　件以上/年 目標　〇達成
・環境に配慮した事務用品等の購入 実績　　38件/年

工場外区域の清掃 目標　12　回/年 目標　〇達成
・社会貢献目標説明 実績　12　回/年

・昼の仕事始め１５分間清掃実施 達成率　　　100　％
環境への配慮 梱包、包装の簡素化継続 目標　〇達成
・納入品の梱包、包装への配慮 エコドライブの継続
・物流への配慮
総括　

目標　3,328　ｋg

設備メンテに伴う、オイル交換で目標達成する事が
出来なかった。廃油の再利用を継続していく実績　3,960　ｋg

達成率　81.0％

生産が多くなり、バレル研磨での水の使用量が増。
目標を達成する事が出来なかった。様子を見ながら
目標を検討していく。

実績　　429㎥
達成率　　81.8　％

今後もこのまま活動を継続する。

今後もこのまま活動を継続する。
達成率　　　100　％

環境活動に取り組んで15年以上が経過し、活動は、確実に定着してきたが、今年度の取組み実績は、生産増の影
響もあり、二酸化炭素排出量の削減、一般廃棄物の削減、金属屑及び廃油の削減、節水、不良品の低減が未達と
なった。2023年度、各項目の状況を見ながら活動を継続していく。その結果を踏まえ、基準年の見直しを行いま
す。

目標　1.40％以下
目標は未達成だが、2023年2月以降不良率も下がり
低減活動成果が出てきている。2023年度は目標
1.2％以下で活動していく。

実績　1.48％
達成率　　　94.3％

今後もこのまま活動を継続する。

達成率　　　100　％

*6.環境経営活動計画の取り組み結果とその評価、次年度の取り組み内容（2022）①

活動計画、取り組み項目
二酸化炭素排出量の削減（電力の削減） 目標　×未達
・省エネ目標説明 （2007年度比△14％）
・不要照明の消灯
・エアコンの温度管理
・エアー漏れ対策
一般廃棄物の削減（可燃ゴミ） 目標　864　ｋg 目標　△未達
・一般廃棄物（可燃ゴミ）削減目標説明
・使用済用紙の裏紙の使用。
・分別による古紙、コピー用紙のリサイクル化

産業廃棄物の削減（金属くず） 目標　×未達
・産業廃棄物（金属くず）削減目標説明 （2007年度比△57％）
・材料端材の低減
・不良品の低減

達成状況 取組み結果と評価（次年度の取り組み方向）
目標　132,103　ｋg-Co2

昼休みの電気の消灯やエアコンの温度管理を実施し省エ
ネに対する意識は確実に向上定着して来た。2022年も一
部の製品受注増対応の為、2交代勤務開始、稼働時間増
で未達、今後の受注状況を確認しながら来期以降の目標
を検討していく

実績　　170,549ｋg-Co2

達成率　70.9　%

（2007年度比△60％） 事務所改装にて古い書類等の廃棄可燃ごみ増、目
標を達成する事が出来なかった。実績　　1,150ｋg

達成率　　　66.9％

目標　22,763ｋg

端材の低減活動は定着したが、受注増に伴う生産
増で金属くずが増、また使用しない古い設備等の廃
棄で増。今後も工程内不良減少のための活動を実
施する。

実績　　38，166ｋg

達成率　　　　32.3％
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*7.環境活動　実績グラフ①
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目標を達成する事が出来なかった。様子を見ながら
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実績　　429㎥
達成率　　81.8　％

今後もこのまま活動を継続する。

今後もこのまま活動を継続する。
達成率　　　100　％

環境活動に取り組んで15年以上が経過し、活動は、確実に定着してきたが、今年度の取組み実績は、生産増の影
響もあり、二酸化炭素排出量の削減、一般廃棄物の削減、金属屑及び廃油の削減、節水、不良品の低減が未達と
なった。2023年度、各項目の状況を見ながら活動を継続していく。その結果を踏まえ、基準年の見直しを行いま
す。

目標　1.40％以下
目標は未達成だが、2023年2月以降不良率も下がり
低減活動成果が出てきている。2023年度は目標
1.2％以下で活動していく。

実績　1.48％
達成率　　　94.3％

今後もこのまま活動を継続する。

達成率　　　100　％
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＊8.環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

法  規  名

騒音規制法

振動規制法

フロン排出抑制法

また、過去に違反や訴訟もありませんでした。

廃棄物処理法

消防法

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

産業廃棄物（金属くず）
産業廃棄物（廃油、汚泥）

圧縮アセチレンガスの貯蔵
少量危険物の貯蔵（灯油、切削油、潤滑油）

エアドライヤー、　ｴｱｺﾝ、オイルクーラー等

空気圧縮機（コンプレッサー）旋盤

規制対象区域外

該当する項目
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＊10.緊急事態（油漏洩）対応訓練の実施状況

＊8.環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

法  規  名

騒音規制法

振動規制法

フロン排出抑制法

また、過去に違反や訴訟もありませんでした。

廃棄物処理法

消防法

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

産業廃棄物（金属くず）
産業廃棄物（廃油、汚泥）

圧縮アセチレンガスの貯蔵
少量危険物の貯蔵（灯油、切削油、潤滑油）

エアドライヤー、　ｴｱｺﾝ、オイルクーラー等

空気圧縮機（コンプレッサー）旋盤

規制対象区域外

該当する項目

項　　　目 変更の必要性の有無・指示事項 変更の有無

環境経営方針
今後も法規制や利害関係者を考慮し、環境と調和した維持可
能な循環型社会を目指した活動を推進してください。

無

目標・環境経営計画

金属屑削減、不良品については徹底した、削減改善活動を
進めてください。その他については、今年度、このまま活動を
継続してください。2023年度の状況を確認し、2024年度以降
の目標を改めて見直しする。

有

環境経営システム 今年度実施後、必要であれば見直しする。 無

＊9.代表者による全体の評価と見直し



＊緊急事態（火災）対応訓練の実施状況
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11.活動委事例

＊廃油の低減活動事例

　　　＊社会貢献（溝掃除）＊社会貢献（バス停掃除）
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スクラップ容器（ドラム
缶）の底に穴を明けその下
に油受けのポリ容器を置く。

溜まった油を横のペール缶

に回収し沈殿させる。
毎週月曜日の仕事始めに
ペール缶の上澄み油を回収
再利用する。


